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  １文部科学省・科学研究費プロジェクト「経済統計・政府統計の応用からの提言」（2015

年~2018 年）が、2017 年 2 月２日に東京大学経済学研究科において開催した講演をまとめ

たものである。 

  ２明治大学経済学部 

  ３統計研究会 

  ４東京大学経済学研究科 



 

 

 

前書き 

 

本報告書は、日本学術振興会・科学研究費プロジェクト「経済統計・政府統計の理論と

応用からの提言」（2015 年度－2018 年度、研究代表者：山本 拓）が、2017 年 2 月 2 日

（木）に東京大学小島ホールにおいて開催した 2016 年度の研究集会における講演内容をま

とめたものである。 

本プロジェクトの目的は、経済統計・政府統計における主要な課題の、技術的および制

度的問題を、統計学的な立場から理論的・学術的に検討すること、ならびに経済統計・政

府統計の応用の際の問題点を明らかにし、それらの解決案を模索・提言することである。 

経済統計、とりわけ政府統計は、経済・社会の動向を理解し、政策を実施、評価するた

めには不可欠な情報であることは言うまでもない。近年は EBPM (Evidence based policy 

making）ということもよく聞かれ、統計の重要性は一般に広く認識されつつあると思われ

る。 

しかしながら、経済統計・政府統計への信頼性は、近年必ずしも増しているとは言えな

い状況である。経済社会の急激な変化に伴い、政府統計の質の確保が困難になりつつある

と思われる。たとえばマクロ経済統計の側面では、GDP 統計や消費統計などに代表される

マクロ公表系列の質と信頼性の問題、信頼性の高い将来人口の推計の問題、地域による経

済情勢のばらつきの把握などの問題を挙げることができる。またミクロ経済データにおい

ては、統計調査をとりまくプライバシー意識の高まりから、調査精度の確保が難しくなり

つつあるという問題や、情報開示と秘密保持の両立という匿名化問題などを挙げることが

できる。 

 本研究集会の目的は、経済統計・政府統計をめぐる技術的・制度的問題点、あるいは応

用にかかわる問題を、また統計学の研究者と実際に経済統計・政府統計に作成者または利

用者として携わっている方々との直接的な交流の場を提供しようするものである。 

 第１セッションでは、貯蓄率を通じての各種公的消費統計に関する整合性の問題、より

正確な消費統計のための需要側と供給側の調整の問題ならび高齢化に伴うと世帯変化の問

題、さらに自記式アンケートに伴う標本調査に関する問題が取り上げられた。第２セッシ

ョンでは、最近大きな話題となっている、GDP 統計に関する季節調整法とベンチマークの

影響の問題、さらに経済データの応用に関して、GDP と株価収益率の時系列データに基づ

く因果関係測定にまつわる問題が取り上げられた。第３セッションは統計的手法の問題を

取り上げており、GDP 統計の需要側と供給側の時系列的側面での調整の方法、ならびの動

学的パネルデータ推定の新しい推定法が提案された。 

 このような研究集会が経済統計・政府統計に様々な形で関わる人々の刺激となり、今後

の各種統計の改善の一助になることを期待する次第である。 
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研究集会・プログラム

科研プロジェクト「経済統計・政府統計の理論と応用」

日程： 年 月 日(木)2017 2 2

会場：東京大学経済学部小島ホール １階第２セミナー室

オーガナイザー： 国友直人・山本拓

＜挨拶＞

～ 山本拓（統計研究会）13:00 13:05

研究プロジェクトの計画

＜セッション ＞ 政府統計・経済統計の諸問題１I

山本拓（統計研究会）Chair:

～ ＊宇南山卓（一橋大学 ・大野太郎（信州大学）13:05 13:40 ）

世帯類型別の貯蓄率の動向

～ 川崎茂（日本大学）13:40 14:15

景気指標としての個人消費関連統計について

～ 土屋隆裕（統計数理研究所）14:15 14:50

自記式調査における複数回答方式をめぐる諸問題

＜セッション ＞ 政府統計・経済統計の諸問題２II

星野伸明（金沢大学）Chair:

～ 長谷川秀司（内閣府）15:00 15:35

統計における時系列データ作成上の課題－ベンチマーキング及び季節調SNA

整を中心に－

～ 川崎能典（統計数理研究所）15:35 16:10

内閣支持率と株価の因果関係

＜セッション ＞ 経済統計の理論と応用III

国友直人（明治大学）Chair:

～ ＊千木良弘朗（東北大学 ・山本拓（統計研究会）16:20 16:55 ）

真のデータに線形制約がある際の観測誤差の修正－国民経済計算の場合

（ ） （ ） （ ）16:55 17:30 Breitung, J. M. Qi～ ケルン大学 ・＊早川和彦 広島大学 ・ 広島大学

Double Filter Instrumental Variable Estimation of Panel Data Models with Weakly

Exogenous Variables

＊は共著の場合の報告者



Theory and Applications of Economic and Government Statistics 2017 
 

Abstract 
 

This report is a summary of the unpublished talks and papers presented at the second  

conference held on February 2, 2016 under the title  "Theory and Applications of Economic 

Statistics and Government Statistics". The topics are on (i) the recent issues of official statistics, (ii) 

applications of economic statistics, and (iii)  statistical methodologies for economic statistics. The 

papers presented at the second conference have been written in Japanese or English 

 

 

 

 

 


